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仁高生の底力で学校活性化！ 令和３年度の key words その１

令和３年度がスタートしました。「アイコンタクト」を掲げて３年目に
なります。新年度に当たり、皆さんに確認とお願いをします。

（１）ｉ con t act 3rd stage (アイコンタクトさん )

２，３年生は、アイコンタクトの基本概念を理解していると思います。
１年生は、下の枠内に記載している★を読んでイメージしてください。
昨年度、「 i con t act 2nd stage」を「アイコンタクツ」と複数形に

して、お互いの周囲にいる人も意識した寄り添い・支え合いを意識した人
間関係の構築をお願いしてきました。
「アイコンタクトさん」と人物のように表現した理由を説明します。

この表現には「アイ（名）、コンタクト（姓）」「アイコン (姓 )、タクト
（名）」と二人の人物が隠れています。最初の人は、ファーストネームが
先に表現され、アイさんという響きから、女性とイメージしてください。
次の人は、タクトという響きから男性をイメージしてみてください。昨

年度までの考え方を更に深めましょう。私たちは現在、グローバル社会の
中で世界中の人と交流する機会に恵まれています。多様な文化や習慣を持
った人間、身近な地域で多様な生き方を認め、お互いに尊重し合う人間、
自分のすぐそばにいる隣人としての人間、すべての人に平等と公正の「ア
イコンタクト」で接する意識を持った仁高生になってほしいと願います。

（２）「自分事」「当事者意識」で生徒会活動を推進しよう！

今年度、生徒会活動の活性化に取り組んでゆきましょう。一人ひとりが
「自分事」として考え、自分の意思で判断し、行動してください。先生方
や地域の大人の知恵を借りて、クリエイティブな活動を推進してください。
４月１日（木）発行の「広報にかほ」で、本校生徒会の紹介がありました。
にかほ市民に、仁高生の「やる気」をアピールした内容になっています。
「高校生のちからで学校と地域を盛り上げる」と公言しております。生徒
会が企画し実行する行事のあり方や工夫について、「生徒の目線」と「地
域貢献」の視点で提案してください。期待しています。

（３）メディアの力で「新しい学び方」を実践しよう！

本校では、メディア科の力を活用して、他校では取り入れていない「学
びの方法」を、今年度も探究します。
各教室には電子黒板が配置され、生徒には一人一台端末が配付されます。

積極的に活用し、日々の学習に取り組みましょう。
また、４月３日 (土 )秋田魁新報で紹介されたように、みなさんの英会話

力の向上を願って、オリジナル教材を生徒全員に配付します。オリンピッ
クでにかほ市は、英語を話すリベリア選手団のホストタウンになっていま
す。この副教材で「おもてなし」ができるように頑張って勉強してくださ
い。観光等でやってくる人々に、にかほ市の魅力を伝える手段として、英
語力の向上に努めてください。

コロナ禍の仁賀保高校では、昨年同様、生徒の「安全・安心の確保」と
「学習権の保障」を基本に学校を運営します。御協力をお願いします。

★ アイコンタクト（ｉ con t act３）を心がけてください。目と目で通じ合い、 face
to face で向き合いながら、「考えながら行動する」笑顔の素敵な人間たれ！

★ メモをとる習慣を確立しましょう。生徒手帳をフル活用してください。メモをと
る習慣は、将来必ず役に立ちます。

★ 意識力＝意思・意志（瞬間）＋気力（持続）です。意識力を育成することで、学
ぶ力が増幅します。考えたことを継続してやり抜きましょう。

★ ＧＴＨは、「疑問→探究→発見」という学びの方程式です。
★ 「自己有用感」を高めてください。そのためにあなたは何に挑戦しますか ?

自分が誰かの役にたつためには、感謝の心と自己肯定感を持つことが大切です！
★ ＮＰＴは仁賀保高校プログラミング思考の略称です。ＮＰＴを意識して、学びを
活性化しましょう。プログラミングは、 Trial＆ Errorで進めましょう！
★ 「自分事」「当事者意識」を持って取り組む仁高生に変身しましょう！


